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技術分野分類  5503：触媒・資源化学プロセス 
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概  要 

 

低環境負荷型の効率的な触媒反応を開発している。特にゼオライト，メソポー

ラスシリカと呼ばれる多孔質無機材料を中心にその合成法の検討や機能性の

評価を行っている（図参照）。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

石油精製用の触媒として利用されているゼオライトに焦点を置き，クリーンで

省エネルギーな新しい触媒反応を研究している。また，新しい機能性や性質を

付与させるゼオライトの合成法の研究や，高表面積を有するメソポーラスシリ

カについて合成法や機能性の検討を行っている。さらに，再利用可能なアミド

化反応用触媒の開発やCDS-1ゼオライトの機能化を検討している。 

本技術の 

有用性 

機能性を考慮して構成したゼオライトにより，低環境負荷型の触媒反応が可能

である。また，触媒の回収・再利用が可能であり，触媒の廃棄にかかる問題が

ない。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 

・オリゴペプチド，機能性アミノ酸などのペプチド関連，ポリアミド関連， 

界面活性剤や医薬中間体分野など 

・新しい多孔質無機質材料の開発 
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低環境負荷型の効率的な触媒反応の開発 

グリーンな化学プロセスを目指した触媒化学 

グリーンケミストリーを志向した触媒化学 


